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現状と課題

○子どもの体力について
　全国体力調査を種目別にみると、本県の児童
生徒は、持久力や投能力は全国平均より優れて
いますが、柔軟性等に課題が見られる傾向が近
年続いています。また、運動習慣については、
全国と同様、運動に親しむ子どもとそうでない
子どもの二極化の傾向が見られます。
　その原因として、少子化により一緒に体を動
かす仲間の減少や、手軽に遊べる空間の減少、
テレビ、ゲーム機、スマートフォン等による映
像視聴時間が増加するなど、様々な要因が絡み
合い、結果として子どもが日常的に体を動かす
機会が減少していると考えられます。
　このため、児童生徒が日常から「体を動かす
ことが楽しい」「もっと運動をしたい」と感じる
ことができるような体育学習の展開や、学校・
家庭・地域において、運動習慣の形成や体力向
上のための取組を行っていくことが求められま
す。

○子どものスポーツ環境について
　これまで、我が国のスポーツ振興の一端を担っ
ていた学校部活動は、急激に少子化が進む中、
部活動数や部員数の減少等により、学校単位で
の活動が困難な状況となっています。
　このため、将来にわたって子どもたちが継続
的にスポーツに親しむことができる機会を確保・
充実する必要があります。　　
　このため、各地域においては、学校を含めた
地域全体が連携し、「地域の子どもは地域で育て
る」という考えのもと、それぞれの実情等に応
じた持続可能で多様なスポーツ環境の整備・充
実に取り組むことが求められています。
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■全国体力調査　全国平均と長崎県平均の比較　 （令和６年度スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」）

「↑」……全国平均より優れているまたは同レベル　　「↓」……全国平均より劣っている

■1週間の総運動時間　※体育の授業を除く （令和６年度スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」）

※ＷＨＯによると子どもは１日６０分の中～高強度の運動を毎日行うことを推奨している。
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